
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

機体
を走行させながら施肥装置 及び播種装置 を作動させることにより圃場に筋状
に施肥及び播種が同時に行える施肥播種機 において、前記播種装置 は

複数に設けられた播種部 により複数
条に播種を行うように構成され、前記施肥装置 は

複数に設けられた施肥部 により前記播種部
の圃場の播種位置に対応する圃場位置に施肥を行うように構成されると共に、
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操縦席（２０）を備える走行車体（３）の後側に昇降リンク機構（２６）を介して播種
装置（４）を設け、走行車体（３）部分に施肥装置（１）のホッパ（３４）を設け、

（１） （４）
（２） （４） 、ホッ

パ（３４）と、該ホッパ（３４）内の種子を繰り出す各条の繰出部（３５）と、該繰出部
（３５）から繰り出される種子の搬送を案内する各条の案内管（３６）と、該案内管（３
６）に加圧空気を供給するエアチャンバ－（３７）と、該エアチャンバ－（３７）に加圧
空気を供給する送風機（３８）とを備え、前記エアチャンバ－（３７）からの加圧空気に
より前記各条の案内管（３６）及び各条の移送管（４１）を介して該移送管終端に設けら
れた各条の播種部（４２）へ種子を搬送して （４２）

（１） 、ホッパ（３４）と、該ホッパ（
３４）内の粒状肥料を繰り出す各条の繰出部（３５）と、該繰出部（３５）から繰り出さ
れる粒状肥料の搬送を案内する各条の案内管（３６）と、該案内管（３６）に加圧空気を
供給するエアチャンバ－（３７）と、該エアチャンバ－（３７）に加圧空気を供給する送
風機（３８）とを備え、前記エアチャンバ－（３７）からの加圧空気により前記各条の案
内管（３６）及び各条の移送管（８１）を介して該移送管終端に設けられた各条の施肥部
（８２）へ粒状肥料を搬送して （８２） （４２
） 播種装置



前記播種装置 の複数の播種部 のうちの一部の播種部 の播種作
業の停止に連動して前記一部の播種部 に対応する前記施肥装置 の施肥部

の施肥作業の停止を行う 施肥播種機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、施肥作業をしながら圃場に種子を播種する構成の施肥播種機に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
　特開昭６０－１９２５０５号公報に示されるように、施肥作業をしながら圃場に種子を
播種する構成の施肥播種機がある。この施肥播種機は、走行車体を走行させながら施肥装
置の肥料繰出部と播種装置の種子繰出部を駆動することにより、圃場に筋状に播種すると
共に圃場の播種位置の側方近傍に筋状に施肥していく、複数条分の施肥及び播種を同時に
行う構成となっている。この施肥播種機は、複数条分の施肥及び播種を同時に行える構成
となっているので、単数条分の施肥及び播種を行う施肥播種機と比較して圃場内において
走行車体の作業走行距離を少なくでき施肥播種作業の作業能率が向上する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、圃場の広さにより常に施肥播種機が備える条数で施肥播種作業を行って圃場
全体に施肥及び播種が行えないことがあり、この場合は必要に応じて施肥播種機が備える
条数の内の一部の条の施肥と播種をそれぞれ停止させて播種作業を行わなければならない
。この複数条のうちの一部の条の施肥及び播種をそれぞれ停止させる場合、前記一部の条
の播種を停止させる操作を行った状態で前記一部の条に対応する条の施肥を停止させる操
作を行わずに機体を走行させて施肥播種作業を行うと、圃場内に施肥された状態で播種が
行われていない部分が生じ、この部分に後で播種作業を行うべく機体を走行させて播種作
業を行うと先に行った施肥の施肥位置に対して後に行った播種位置がばらついて、この播
種された種子に肥料が効き始める時期等、種子に対する肥効が不適性になり前記種子から
成育される作物の成育が不良となり、安定した作物の収穫が得られないことがある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この発明は、上記課題を解決すべく次の技術的手段を講じた。
　すなわち、

機体を走行させながら施
肥装置１及び播種装置４を作動させることにより圃場に筋状に施肥及び播種が同時に行え
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（４）及び施肥装置（１）は前記ホッパ（３４）、繰出部（３５）、案内管（３６）、エ
アチャンバ－（３７）及び送風機（３８）が同一のもので構成され、走行車体（３）の主
ミッションケース（１１）から播種伝動軸（１８）を介して播種装置（４）の播種駆動軸
（５１）へ動力が伝達され、該播種駆動軸（５１）から播種装置（４）の各条の繰出部（
３６）へ動力が伝達される構成とし、前記播種伝動軸（１８）の中途部に設けたクラッチ
ケース（１９）により分岐して取り出される動力が施肥駆動軸（８９）を介して施肥装置
（１）の各条の繰出部（３６）へ伝達される構成とし、操縦席（２０）の右側に前記クラ
ッチケース（１９）内のクラッチを操作して播種装置（４）及び施肥装置（１）への伝動
を入切するための播種・昇降レバー（２５）を設け、前記播種駆動軸（５１）に播種装置
（４）の各条の繰出部（３５）のうちの一部の繰出部（３５）の作動を入切可能な播種ク
ラッチ（６９）を設け、播種装置（４）には播種クラッチワイヤ（７４）を介して前記播
種クラッチ（６９）を操作するための播種クラッチ操作レバー（７５）を設け、前記施肥
駆動軸（８９）に施肥装置（１）の各条の繰出部（３５）のうちの一部の繰出部（３５）
の作動を入切可能な施肥クラッチ（９０）を設け、前記播種クラッチ操作レバー（７５）
により施肥クラッチワイヤ（９１）を介して前記施肥クラッチ（９０）を操作可能に設け
て、 （４） （４２） （４２）

（４２） （１） （
８２） 構成とした

操縦席２０を備える走行車体３の後側に昇降リンク機構２６を介して播種装
置４を設け、走行車体３部分に施肥装置１のホッパ３４を設け、



る施肥播種機２において、前記播種装置４は

複数に設けられた播種部 により複数条に播種を
行うように構成され、前記施肥装置１は

複数に設けられた施肥部 により前記播
種部 の圃場の播種位置に対応する圃場位置に施肥を行うように構成されると共に、

前記播種装置４の複数の播種部 のうちの一部の播種部 の播種作業の停止に連動
して前記一部の播種部 に対応する前記施肥装置１の施肥部 の施肥作業の停止を行
う 施肥播種機とした。
【０００５】
【作用】
　上記の施肥播種機は、

機体を走行させながら
施肥装置

及び播種装置 を作動させることにより圃場に筋状に複数条に施肥及び播種を行う。この
施肥播種機は、

複数条の播種を行う播種装置 の複数の播種部 のうちの一部の
播種部 の播種作業を停止させると 、停止させた播種部 に対応する施肥装置
の施肥部 の施肥作業 停止 。
【０００６】
【発明の効果】
　従って、

施肥装置 及び播種装置
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、ホッパ３４と、該ホッパ３４内の種子を繰
り出す各条の繰出部３５と、該繰出部３５から繰り出される種子の搬送を案内する各条の
案内管３６と、該案内管３６に加圧空気を供給するエアチャンバ－３７と、該エアチャン
バ－３７に加圧空気を供給する送風機３８とを備え、前記エアチャンバ－３７からの加圧
空気により前記各条の案内管３６及び各条の移送管４１を介して該移送管終端に設けられ
た各条の播種部４２へ種子を搬送して ４２

、ホッパ３４と、該ホッパ３４内の粒状肥料を繰
り出す各条の繰出部３５と、該繰出部３５から繰り出される粒状肥料の搬送を案内する各
条の案内管３６と、該案内管３６に加圧空気を供給するエアチャンバ－３７と、該エアチ
ャンバ－３７に加圧空気を供給する送風機３８とを備え、前記エアチャンバ－３７からの
加圧空気により前記各条の案内管３６及び各条の移送管８１を介して該移送管終端に設け
られた各条の施肥部８２へ粒状肥料を搬送して ８２

４２ 播
種装置４及び施肥装置１は前記ホッパ３４、繰出部３５、案内管３６、エアチャンバ－３
７及び送風機３８が同一のもので構成され、走行車体３の主ミッションケース１１から播
種伝動軸１８を介して播種装置４の播種駆動軸５１へ動力が伝達され、該播種駆動軸５１
から播種装置４の各条の繰出部３６へ動力が伝達される構成とし、前記播種伝動軸１８の
中途部に設けたクラッチケース１９により分岐して取り出される動力が施肥駆動軸８９を
介して施肥装置１の各条の繰出部３６へ伝達される構成とし、操縦席２０の右側に前記ク
ラッチケース１９内のクラッチを操作して播種装置４及び施肥装置１への伝動を入切する
ための播種・昇降レバー２５を設け、前記播種駆動軸５１に播種装置４の各条の繰出部３
５のうちの一部の繰出部３５の作動を入切可能な播種クラッチ６９を設け、播種装置４に
は播種クラッチワイヤ７４を介して前記播種クラッチ６９を操作するための播種クラッチ
操作レバー７５を設け、前記施肥駆動軸８９に施肥装置１の各条の繰出部３５のうちの一
部の繰出部３５の作動を入切可能な施肥クラッチ９０を設け、前記播種クラッチ操作レバ
ー７５により施肥クラッチワイヤ９１を介して前記施肥クラッチ９０を操作可能に設けて
、 ４２ ４２

４２ ８２
構成とした

走行車体３部分に施肥装置１のホッパ３４を設けたので、施肥装
置１のホッパ３４が播種装置４のホッパ３４より機体前後方向で機体の中央寄りに配置さ
れ、機体の前後バランスの向上が図れると共に、粒状肥料の使用量が種子の使用量より多
いために播種装置４のホッパ３４より補給回数が多くなる施肥装置１のホッパ３４への肥
料補給が走行車体３から行える。そして、 ホッパ３４、繰出部３５
、案内管３６、エアチャンバ－３７及び送風機３８が同一のもので構成された １

４
操縦席２０の右側に設けた播種・昇降レバー２５により、播種装置４及び

施肥装置１への伝動を入切することができる。また、播種装置４に設けた播種クラッチ操
作レバー７５により、 ４ ４２

４２ 共に ４２ １
８２ を させることができる

機体の前後バランスの向上が図れると共に、補給回数が多い肥料補給を走行車
体３から容易に行える。また、 １ ４は、ホッパ３４、繰出部３５、
案内管３６、エアチャンバ－３７及び送風機３８が同一のもので構成される。更に、操縦
席２０の右側に設けた播種・昇降レバー２５により、播種装置４及び施肥装置１への伝動
を入切することができる。しかも、播種装置４に設けた播種クラッチ操作レバー７５によ



播種装置 の複数の播種部 のうちの一部の播種部 の播種作業を停止させるこ
とにより停止させた播種部 に対応する施肥装置 の施肥部 の施肥作業が停止され
るので、圃場内で誤って播種を行わずに施肥を行うということがなく、圃場に播種作業と
同時に施肥作業を行うとき圃場の播種位置に対して常に適正な位置に施肥を行うことがで
きる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　この発明の実施の一形態を図面に基づき説明する。
　図１は、水田等の圃場に直接種籾を播種する播種機に粒状の肥料の施肥を行う施肥装置
１が装着された施肥播種機２を示している。この施肥播種機２は、主として前記施肥装置
１と走行車体３と６条分の播種装置４とで構成される。
【０００８】
　走行車体３の前後左右略中央に駆動源であるエンジン５が備えられ、このエンジン５か
らの動力によりエンジン出力ベルト６を介して２連プ－リ７と一体回転する中継軸８を駆
動する。この中継軸８には油圧ポンプ９が設けられており、この油圧ポンプ９はエンジン
５の駆動に伴って駆動されるようになっている。また、前記２連プ－リ７の他側となる駆
動プ－リ７ａから伝動ベルト１０を介して主ミッションケ－ス１１の入力軸１１ａと一体
回転する従動プ－リ１２が駆動することにより、主ミッションケ－ス内に動力が伝達され
る構成となっている。尚、前記駆動プ－リ及び前記従動プ－リ１２は割りプ－リで構成さ
れて、該駆動プ－リ７ａ、該従動プ－リ１２及び前記伝動ベルト１０はこれらのプ－リ７
ａ，１２の割り幅を変更して主ミッションケ－ス内への伝動の伝達比を無段変速する無段
変速装置１３となっている。そして、主ミッションケ－ス内の動力により、該主ミッショ
ンケ－ス１１の左右両端部に突出した前輪駆動軸１４ａ，１４ａの駆動で左右の前輪１４
，１４が駆動回転され、主ミッションケ－ス１１から左右それぞれの後輪伝動軸１５，１
５を介して左右の後輪伝動ケ－ス１６，１６内に伝動され該後輪伝動ケ－ス１６，１６に
設けられた後輪駆動軸１７ａ，１７ａの駆動で左右の後輪１７，１７が駆動されるように
なっている。従って、走行車体３は、前記前輪１４，１４及び後輪１７，１７が駆動され
て走行する構成となっている。また、前記主ミッションケ－ス１１からの動力が、前記エ
ンジン５の右側方を通過するように設けられた播種伝動軸１８により播種装置４へ動力が
伝達されるようになっている。尚、前記播種伝動軸１８の中途部にはクラッチケ－ス１９
が設けられ、該クラッチケ－ス１９により分岐して取り出される動力が施肥装置１へ伝達
される構成となっている。尚、前記クラッチケ－ス内には、播種装置４及び施肥装置１の
駆動の入切を行うクラッチ（図示せず）が設けられている。
【０００９】
　また、走行車体３には、前記エンジン５の上側に操縦席２０が設けられ、該操縦席２０
の前側にステアリングハンドル２１が設けられている。該ステアリングハンドル２１の右
側には、前記無段変速装置１３の変速操作が行える副変速レバ－２２が設けられている。
また、前記ステアリングハンドル２１の左側には主変速レバ－２３が設けられ、この主変
速レバ－２３の操作により主ミッションケ－ス内のギヤの噛み合いを切り替えて機体の車
速を「路上走行速」、「植付作業速」及び「後進速」に切り替えられるようになっている
。前記ステアリングハンドル２１の下方の左側には主クラッチペダル２４が設けられ、こ
の主クラッチペダル２４の踏み込み操作により主ミッションケ－ス内の主クラッチ（図示
せず）を操作して走行車輪１４，１４，１７，１７、播種装置４及び施肥装置１への動力
を断つようになっている。操縦席２０の右側には、前記クラッチケ－ス内のクラッチを操
作することで播種装置４及び施肥装置１への伝動の入切が可能な播種・昇降レバ－２５が
設けられている。
【００１０】
　また、この走行車体３の後部には、昇降リンク機構２６が枢支されている。この昇降リ
ンク機構２６は、１本の上リンク２６ａと平面視左右方向において前記上リンク２６ａを
挟むように配設された２本の下リンク２６ｂ，２６ｂとで構成される。播種装置４は、前
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記昇降リンク機構２６の後端部に設けられた縦リンク２６ｃを介して走行車体３の後側に
装着された構成となっている。前記播種装置４は、油圧ポンプ９からの油圧により作動す
る油圧昇降シリンダ２７の伸縮により前記昇降リンク機構２６が上下に回動することによ
って昇降するように設けられている。尚、前記播種・昇降レバ－２５の操作により、前記
昇降リンク機構２６を回動させて、播種装置を昇降できるようになっている。
【００１１】
　播種装置４は、クラッチケ－ス１９からの動力が入力される播種伝動部３０からの動力
の伝達により作動する構成となっている。また、播種装置４の下部には中央部にセンタ－
フロ－ト３１及び両側部にサイドフロ－ト３２，３２が設けられており、播種作業時に圃
場面を滑走するようになっている。前記フロ－ト３１，３２，３２は、左右方向の枢支軸
３３，３３，３３回りに回動自在に支持され、前後傾斜姿勢が変更可能に設けられている
。播種装置４による播種作業を行うべく前記播種・昇降レバ－２５により播種装置４を下
降させて前記フロ－ト３１，３２，３２を圃場面に接地させ走行車体３を走行させると、
前記センタ－フロ－ト３１の前後傾斜姿勢が所定の傾斜姿勢となるよう前記昇降リンク機
構２６を回動させることにより播種装置４が昇降制御される。
【００１２】
　播種装置４は、種子を貯留するホッパ３４、該ホッパ内の種子を所定量づつ繰り出す繰
出部３５…、該繰出部３５…から繰り出される種子の搬送を案内する案内管３６…、該案
内管３６…に加圧空気を供給するエアチャンバ－３７及び該エアチャンバ－３７に加圧空
気を供給する送風機３８を備えて構成される。尚、前記繰出部３５…及び案内管３６…は
、各条にそれぞれ設けられている。また、前記送風機３８は、走行車体３の前部に配置し
たバッテリ－３９を駆動源として駆動される構成となっている。前記播種装置４は、前記
繰出部３５…から繰り出される種子を繰出口４０…を介して前記案内管３６…に落下供給
し、エアチャンバ－３７からの加圧空気により前記案内管３６…及び各条の移送管４１…
を介して該移送管終端に設けられた各条の播種部４２…へ種子を搬送して、圃場に６条分
の播種を行う構成となっている。尚、前記移送管４１…は、フレキシブルなチュ－ブによ
り構成されている。
【００１３】
　前記播種部４２は、作溝器４３を備えて構成されている。この作溝器４３は、前記移送
管４１とブ－ツ４４により接続され、圃場面を滑走するフロ－ト３１，３２，３２と一体
となった取付プレ－ト４５により取り付けられている。前記作溝器４３の前側には作溝突
起４３ａが設けられ、この作溝突起４３ａが機体前進に伴って圃場の泥土を横方向及び下
方向に押し分けて作溝し、その作溝された溝内に種子がエアチャンバ－３７からの加圧空
気により供給されるようになっている。
【００１４】
　各条の繰出部３５…を構成する繰出部ケ－ス３５ａ…と案内管３６…とは、前記エアチ
ャンバ－３７に溶接された取付台にそれぞれボルトにより取付固定されている。そして、
ホッパ３４が前記繰出部ケ－ス３５ａ…に取り付けられた構成となっている。前記エアチ
ャンバ－３７は、播種伝動部３０の播種伝動ケ－ス３０ａの後端部にボルトにより固着さ
れた左右の播種装置支持フレ－ム４６，４６に取り付けられている。また、送風機３８は
、前記エアチャンバ－３７の左端部に取り付けられた構成となっている。
【００１５】
　前記繰出部３５…の駆動構成について説明すると、播種伝動部３０の後端部に設けられ
た駆動軸４７の駆動により回転駆動する播種駆動ア－ム４８に連結された播種駆動ロッド
４９が上下動することにより、繰出駆動ア－ム５０が駆動され播種駆動軸５１が駆動され
る。尚、該播種駆動軸５１と前記繰出駆動ア－ム５０との間には一方向クラッチ５２が設
けられ、前記播種駆動ロッド４９の上動に伴って播種駆動軸５１が一定方向（図４視で右
回り）に回動するようになっている。そして、播種駆動軸５１には該駆動軸５１と一体回
転可能な各２条毎の駆動プ－リ５３，５３，５３が設けられている。該プ－リ５３，５３
，５３から開度調節軸５４に対して遊転するアイドルプ－リ５５，５５，５５を介したベ
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ルト５６，５６，５６の伝動により駆動される従動プ－リ５７，５７，５７と一体回転す
る各２条毎の繰出軸５８…が駆動され、該繰出軸５８…の駆動により繰出ロ－ラ５９…が
駆動回転される構成となっている。
【００１６】
　次に、繰出部３５の構成について説明する。
　繰出部３５の繰出ロ－ラ５９の外周面には、回転方向の一定角度毎に繰出溝６０…が設
けられており、その繰出溝６０…にホッパ３４から落下供給される種子を溜めて該ロ－ラ
５９を回動することによって繰出口４０に肥料が繰り出される構成となっている。尚、繰
出部３５の繰出ロ－ラ５９の前側には該ロ－ラ外周面と接触するブラシ６１が設けられて
おり、繰出溝６０…から溢れた肥料を掻き除くように構成される。また、前記従動プ－リ
５７と一体回転する繰出軸５８に嵌合する歯車回動軸６２に対して回動することにより回
動軸方向に移動する歯車６３が設けられ、該歯車６３は開度調節軸５４の小歯車６４と噛
み合う。歯車６３に設けられた調節輪６５から突出し前記繰出溝６０…に嵌合する複数の
突子６６…が歯車６３の回動によって繰出溝方向に移動可能とすることで繰出溝６０…の
有効長さを変更し、種子の繰出量を調節するようになっている。従って、繰出量調節は、
開度調節軸５４の右端に設けられた開度調節ハンドル６７で前記開度調節軸５４を回動さ
せて各条の前記小歯車６４…を回転させ調節する構成となっている。尚、エアチャンバ－
３７の右端には前記開度調節ハンドル６７を係止する係止具６８が設けられ、該係止具６
８に開度調節ハンドル６７を係止することで繰出軸５８…の駆動により開度調節軸５４が
回動しないようにして、作業中に種子の繰出量が変化しないように構成している。
【００１７】
　播種装置４には、各２条毎の播種の作動の入切が可能な播種クラッチ６９…が設けられ
ている。前記播種クラッチ６９は、播種駆動軸５１を摺動するように設けられた駆動爪体
７０と各２条毎の駆動プ－リ５３にそれぞれ一体的に設けられた受動爪体７１とで構成さ
れている。前記駆動爪体７０は、播種駆動軸５１と一体回転すると共に、前記受動爪体７
１の反対側に設けられた圧縮スプリング７２により受動爪体側に付勢されている。一方、
前記駆動爪体７０の受動爪体側への移動を規制するクラッチ操作ア－ム７３が設けられ、
該ア－ム７３が前記圧縮スプリング７２に抗して駆動爪体７０の肩部７０ａに当接した構
成となっている。また、前記クラッチ操作ア－ム７３は播種クラッチワイヤ７４を介して
各２条毎の播種クラッチ操作レバ－７５により操作可能に設けられ、該レバ－７５の操作
により前記播種クラッチワイヤ７４を引いて前記駆動爪体７０のクラッチ爪が前記受動爪
体７１のクラッチ爪に噛み合わないようにして播種駆動軸５１から各２条毎の駆動プ－リ
５３への伝動を断つように構成されている。従って、前記播種クラッチ操作レバ－７５に
より播種装置４の繰出部３５，３５を停止して各２条毎の播種部４２，４２の播種作業を
停止できる構成となっている。
【００１８】
　施肥装置１は、播種装置４と同様に粒状肥料を貯留するホッパ３４、該ホッパ内の粒状
肥料を所定量づつ繰り出す各条の繰出部３５…、該繰出部３５…から繰り出される粒状肥
料の搬送を案内する各条の案内管３６…、該案内管３６…に加圧空気を供給するエアチャ
ンバ－３７及び該エアチャンバ－３７に加圧空気を供給する送風機３８を備えて構成され
、前記ホッパ３４、前記繰出部３５…、前記案内管３６…、前記エアチャンバ－３７及び
前記送風機３８が走行車体３の後部に設けられた構成となっている。従って、前記施肥装
置１は、前記繰出部３５…から繰り出される粒状肥料を各条の移送管８１…を介して該移
送管終端に設けられた各条の施肥部８２…へ搬送して、圃場に６条分の施肥を行う構成と
なっている。尚、前記移送管８１…は、フレキシブルなチュ－ブにより構成されている。
【００１９】
　前記施肥部８２は、作溝器８３を備えて構成されている。この作溝器８３は、播種装置
４の播種部４２と同様に前記移送管８１とブ－ツ８４により接続され、圃場面を滑走する
フロ－ト３１，３２，３２に取り付けられている。前記作溝器８３の前側には、作溝突起
８３ａが設けられている。また、作溝器８３で作られた溝を覆土する覆土体８５がフロ－
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ト３１，３２，３２に設けられている。施肥部８２は、播種装置４の播種部４２と機体の
左右方向において所定量異ならせて配置されている。従って、この施肥播種機２は、圃場
内を走行車体３を走行させて播種装置４により筋状に６条分の播種を行うと共に、前記播
種装置４の播種位置の側方の所定位置に施肥装置１により筋状に６条分の施肥を行う構成
となっている。
【００２０】
　施肥装置１のエアチャンバ－３７は、走行車体３の後部の縦フレ－ム８６，８６に取り
付けられている。尚、施肥装置１のホッパ３４、繰出部３５…、案内管３６…、エアチャ
ンバ－３７及び送風機３８は、播種装置４と同一のものとなっている。
　前記繰出部３５…の駆動構成について説明すると、クラッチケ－ス１９からの動力によ
り回転駆動する施肥駆動ア－ム（図示せず）に連結された施肥駆動ロッド８８が上下動す
ることにより、繰出駆動ア－ム５０が駆動され施肥駆動軸８９が駆動される。尚、該施肥
駆動軸８９と前記繰出駆動ア－ム５０との間には一方向クラッチ５２が設けられ、前記施
肥駆動ロッド８８の上動に伴って施肥駆動軸８９が一定方向（図４視で右回り）に回動す
るようになっている。そして、施肥駆動軸８９には該駆動軸８９と一体回転可能な各２条
毎の駆動プ－リ５３，５３，５３が設けられている。該プ－リ５３，５３，５３から開度
調節軸５４に対して遊転するアイドルプ－リ５５，５５，５５を介したベルト５６，５６
，５６の伝動により駆動される従動プ－リ５７，５７，５７と一体回転する各２条毎の繰
出軸５８…が駆動され、該繰出軸５８…の駆動により繰出ロ－ラ５９…が駆動回転される
構成となっている。
【００２１】
　施肥装置１の繰出部３５の構成は、播種装置４の繰出部３５と同一であるため説明を省
略する。
　施肥装置１には、各２条毎の繰出の作動の入切が可能な施肥クラッチ９０…が設けられ
ている。前記施肥クラッチ９０は、施肥駆動軸８９を摺動するように設けられた駆動爪体
７０と各２条毎の駆動プ－リ５３にそれぞれ一体的に設けられた受動爪体７１とで構成さ
れている。前記駆動爪体７０は、施肥駆動軸８９と一体回転すると共に、前記受動爪体７
１の反対側に設けられた圧縮スプリング７２により受動爪体側に付勢されている。一方、
前記駆動爪体７０の受動爪体側への移動を規制するクラッチ操作ア－ム７３が設けられ、
該ア－ム７３が前記圧縮スプリング７２に抗して駆動爪体７０の肩部７０ａに当接した構
成となっている。また、前記クラッチ操作ア－ム７３は施肥クラッチワイヤ９１を介して
当該施肥クラッチ９０に対応する条の各２条毎の播種クラッチ操作レバ－７５により操作
可能に設けられ、該レバ－７５の播種装置４の繰出部３５，３５の駆動停止操作により前
記クラッチワイヤ９１を引いて前記駆動爪体７０のクラッチ爪が前記受動爪体７１のクラ
ッチ爪に噛み合わないようにして施肥駆動軸８９から各２条毎の駆動プ－リ５３への伝動
を断つように構成されている。従って、前記播種クラッチ操作レバ－７５により施肥装置
１の繰出部３５，３５の駆動を停止して各２条毎の施肥部８２，８２の施肥作業を停止で
きる構成となっている。
【００２２】
　従って、この施肥播種機２は、走行車体３を走行させながら播種装置４を作動させて圃
場に筋状に６条分に播種を行うと同時に、施肥装置１を作動させて前記播種装置４の６条
分の播種位置のそれぞれに対応する所定位置に筋状に６条分の施肥を行うことができる。
そして、圃場の広さ等により播種を６条分同時に行わないときは、必要に応じて各２条毎
の播種クラッチ操作レバ－７５により播種クラッチ６９の切操作を行って６条分の播種部
４２…のうちの一部の播種部４２，４２の播種作業を停止させる。これに伴って、播種作
業を停止させた前記一部の播種部４２，４２に対応する施肥装置１の施肥部８２，８２の
施肥作業が停止される。
【００２３】
　以上により、前記播種クラッチレバ－７５による播種クラッチ６９の切操作に連動して
切操作した播種クラッチ６９に対応する条の施肥クラッチ９０が停止されるので、圃場内
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で誤って播種を行わずに施肥を行うということがなく、圃場内の施肥された状態で播種が
行われていない部分に後で播種作業を行うべく機体を走行させて播種作業を行うことによ
り先に行った施肥の施肥位置と後に行った播種位置との距離がばらついて、この播種され
た種籾に肥料が効き始める時期等、種籾に対する肥効が不適性になり前記種籾から成育し
た水稲苗が肥料やけ等により成育不良になったり、播種された種籾と肥料が直接接触する
ことにより前記種籾の発芽障害を起こしたりすることを防止できる。
【００２４】
　この施肥播種機２は、種子より重量の大きい粒状肥料を貯留する施肥装置１のホッパ３
４が播種装置４のホッパ３４より機体前後方向で機体の中央寄りに配置されて、機体の前
後バランスの向上が図られている。また、種子より使用量の多い粒状肥料を貯留する施肥
装置１のホッパ３４が走行車体部分に設けられ、播種装置４のホッパ３４より補給回数が
多くなる施肥装置１のホッパ３４への肥料補給が走行車体３から行えるように構成されて
おり、肥料補給の容易化が図られている。また、播種装置４のホッパ３４は、一体に構成
されており、圃場内で機体後方を畦に接近させての前記ホッパ３４ヘ種子を補給する作業
が６条分一度に行えるようになっている。
【００２５】
　尚、この発明の実施の形態の施肥装置は粒状肥料用のものについて詳述したが、本発明
の施肥装置は液状肥料用のものであっても同様である。
　尚、この発明の実施の形態は６条の施肥播種機について詳述したが、本発明は６条のも
のに限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】施肥播種機の側面図
【図２】施肥播種機の平面図
【図３】播種伝動部を示す平面図
【図４】播種装置（施肥装置）を示す側面断面図
【図５】播種装置（施肥装置）の背面図
【図６】繰出部の背面断面図
【図７】播種クラッチ（施肥クラッチ）を示す平面図
【符号の説明】
１…施肥装置、２…施肥播種機、４…播種装置、４２…播種部、８２…施肥部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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